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 昭和52年(1977年)桜井市に忽

然と出現したニュータウン朝倉

台。その後30年の風雪を経て、

いまではボランティア活動の活

発さで有名なまちです。 

 このまちを深く知りたいと

思って、4月20日小雨の早朝、

電車で桜井から朝倉台に向いま

した。駅前には桜がまだ半分以

上残っていて、既にここから朝

倉台の庭という雰囲気です。

まっ直ぐ歩くと勾配の急な階段

があり、そこを上るといきなり

住宅街で、高級住宅が並んでい

ます。小雨のせいか散歩する

人も居ません、こんな静かな

平穏なまちでボランティア活

動が続けられているとは意外

です。 

 やがて7時19分発の電車で桜

井へ帰ることにしました。駅

は全く通勤の往復のためにの

み造られのでしょう、何ら趣

きのない殺風景な駅舎です。

ついでに言っておきますが、

万葉集の巻頭まっさきの歌は

朝倉で歌われた雄略天皇の長

歌です。 
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 そんなことを思っているう

ちに、朝倉台にマイホームの

夢を叶えた人たちの第二世代

でしょうか、通勤者がホーム 

に拡がり、数えてみると70人

ほどでした。 

 かつては300人も乗って、こ

こで、もう空席がなかったそ

うですが、いまはゆっくり

座って、このまま急行に乗り

換えずに大阪まで通勤するの

だそうです。 

 それはさておき、桜井の旧

習に悩みながら、逆に新しい

生き方を指し示してきた地

域、朝倉台の目ざましいボラ

ンティア活動の歩みや苦労話

は、その生みの親、小野田和

子さんに訊くのが、もっとも

早道だという地域の方の声で

「ひだまりサロン」と名づけ

られている集会所に小野田さ

んを訪ねました。 

朝倉台1号公園の草刈り 
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 ニュータウン朝倉台のボランティア活動を常に呼びかけ、行動し、支えつづけて来られた

小野田和子さんを朝倉台集会所にたずねました。               (敬称略)     

                             (インタビュアー 淺川) 

淺川  桜井へ来られてカルチャーショックはありましたか？ 

小野田 夜になると灯りが全くなかった。アベノ・ナンバで過した人間にとっては、周囲が 

    まっ暗というは、とっても寂しかった。 
 

淺川  行政へのカルチャーショックは？ 

小野田 働く母親への施策が全くなかった。乳幼児保育の視点はゼロでしたね。祖父母と同 

    居していない新住民の生活が理解できないのですね。「学童保育を朝倉小学校に新 

    設して下さい」と陳情して、作ってもらいました。 
 

淺川  自治会長になられてのカルチャーショックは？ 

小野田 市の推薦で民生委員が決められるのです。立派な方を選ばれたと思うのですが、本 

    人は名誉職として引き受けられたようで活動は見えませんでした。 
 

淺川  そういったことが、安心・安全ネットワーク設立のきっかけになるのでしょうか？ 

小野田 地域には民生委員や防犯防災委員や人権・福祉対策委員とか、同じような任務を 

    負った人たちが居ます。しかし、この人たちはバラバラに動いている。或いは市の 

    指令で動いているのかも知れませんが、上からでなく地域として横のつながりで動 

    いた方が、ずっと効果が上がると思いました。 
 

淺川  ボランティア朝倉台の立上げが2003年、翌年には安 

    心・安全ネットワークの立上げとなりますが、この 

    あたりで成功例をお聴かせ下さい。 

小野田 安心・安全ネットワークを立上げた年に桜井市から 

    公共交通を見直そうというアンケートが出ました。 

    早速、朝倉台全戸の要望をまとめて、「市内へ行け 

    るバスが欲しい」と路線図・時刻表・運賃まで作 

    り、これは、高齢者福祉を保証するものであると企画課に説明に行き、当時の長谷 

    川市長に朝倉台の5団体(自治会・自主防災会・ボランティア朝倉台・民生児童委 

    員・地域福祉委員)を糾合して陳情しました。 
 

淺川  地域の声をまとめることによって、地域が一体となって盛り上がったのですね。 

小野田 それが12月のことで翌年10月にはコミュニティバスが運行されました。 

    その年には総務省の全国100地域の集会所・公民館を中心とした「地域安心・安全 

    ステーション整備モデル地域」に応募して選ばれました。警察庁からは防犯用具一 

    式の貸与を消防庁からは100万円の資金をもらいました。 

    コミュニティバスの成功に引き続いてトントン拍子に行きましたので、みんなが力 

    を合わせれば……というやる気が地域に出て来たように思います。 
 

淺川  行政に対する要望や注文は？ 

小野田 国の「地域安心・安全ネットワーク100選」に選ばれた時、総務省は、「市町村は選 

    ばれた団体に協力しなければならない」と言っているのです。しかし、市も警察も 

    そんなことは知らないと……国がこれからはヨコのつながりを大切にしようという 

    施策をとっているのに理解も把握もしていない。不勉強ではないでしょうかねえ。 

                                 (3ページに続く) 

   活動しない団体は意味がない 

   活動しない人は肩書き返上‼  

 朝倉小学校児童登下校時パトロール 
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気軽に話して頂いたのは辻野さん・福田さん・前尾さん・光川さん・宮脇さん・その他の方です。 

「30年前のカルチャーショック」                       (発言順不同) 

●PTAでしゃべったら「あれどこの人」という目で見られました。女は出席しても終始、黙って 

 ないとアカンかったなんて。 

●小学校入学の時、校長が日の丸に礼をして檀上に上るのを見て、大阪ではそんなのはなかっ 

 たのでびっくりでした。 

●こちらが与えたカルチャーショックもあったと思います。いろんな会合へ平気で行くし、パー 

 トに出るのも当り前。団地の刺激で地元も変って行ったように思います。 
 

「桜井の景観や観光」 

●桜井は多武峰や長谷寺や三輪山など名所が沢山あって良いところです。 

●産廃の山が気になりますね。 
 

「桜井への提案」 

●桜井駅前で温泉を掘って欲しいですね。駅前で足湯をすると 

 観光客が喜ぶのでは……。 
 

「買物」 

●市内で充分間に合っていますよ。 

●スーパーが多くて助かります。コミュニティバスも利用しています。 
 

「外食」 

●1000円前後のランチの店が欲しい。それと、お客がある時に行く店がない。 

●市内によく行く店があります。 

●おすすめのおいしい店がありますよ。 
 

 ここから、グルメのお話になりました。話題に上ったのはレストラン「サンチェリー」・喫茶店

「絵都蘭世」・イタリアン「トラットリア前澤」・コリア料理「ぶんさん」でした。 

  お店側も頑張って下さい。朝倉台の人は桜井に住みつき、桜井を愛しています。良い店は必 

 ず評判になります。                              「終」 

    朝倉台の人と雑談しました。 

小野田 市は、ボランティアグループを区の下部組織として扱いたいのです。わたしたちはヨコ 

    へ連携したいのですがタテ割りの扱いではボランティアは育ちません。 

    その点では協働推進課が創設されたことに期待しています。 
 

淺川  現在の朝倉台の活動については？ 

小野田 地域社会発展には核が必要です。朝倉台の場合は集会 

    所です「ひだまりサロン」と言っていますが、活動の 

    中心です。サークル活動は市内髄一でしょう。ボラン 

    ティアは300名を超え、全住民の一割です。老人会も 

    朝倉台では自由意志です。わたしは「活動しない団 

    体は意味がない。活動しない人は肩書返上‼」地域も 

    高齢化しましたが、これからは地域外の人とも交流し 

    たいと竜谷で「里山クラブ」を立上げています。 

淺川  これからも桜井市全体に刺激を与えるご活動をお願いします。        「終」 

ひだまりサロン 

初夏の三輪山 
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編集後記 脱原発が国民的課題となっています。本会も社会の流れから

目をそらすわけには参りません。これを政治問題という人も居ますが、

わたしは想像力の有無の問題。まちおこしと同様に想像力を働かせるこ

とが創造力に連なると思っています。           （あさ） 

うるわし通信編集責任者  

〒633-0091 

桜井市桜井142－5－203 

淺川 肇 

TEL090－1961－6345 

会員募集中 どなたでも（市外の方も）入会できます。くわしくは事務局まで。 

     年会費 個人￥2,000  法人￥20,000 

 事務局だより 

●5月の常任理事会は5月26日（土）午後1時30分よりエルト桜井第6研修室にて開きます。 

日時 平成24年6月24日(日)午後1時 

場所 桜井市立図書館第二研修室 

議題 １．平成23年度事業報告 

   ２．平成23年度決算報告 

   ３．平成23年度会計監査報告 

   ４．役員改選(人事) 

   ５．平成24年度事業計画案 

   ６．平成24年度予算案 

日時 平成24年6月24日(日)午後1時40分 

場所 桜井市立図書館第一研修室 
 

①講演 「万葉恋歌」 

 講師 井上さやか      (敬称略) 

 県立万葉文化館古代学研究所主任研究員 

 うるわしの桜井をつくる会定時総会 

 うるわしの桜井をつくる会公開シンポジウム 

②対談 「古事記を語る」 

 多 忠記  多神社宮司(太安麻呂第51代目当主) 

 堀井 良殷 うるわしの桜井をつくる会会長 
 

③座談会  

「記紀・万葉プロジェクト～桜井の取り組み～」 

 部会だより 

●福祉部会 児童福祉について市長に具体的な提案をしているが、現在のところ返答なし。 

      引き続きこの問題を提議したいと思っています。 

●文化部会 脱原発の講師を探しています。このほか、新年度は3～4回小講演会を催したい。 

総会は会員の皆さんが、1年に一度の顔合わせの場でもあります 

      是非ご出席をおねがいいたします！ 

参加無料 


